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マイクロクレデンシャルの質保証を通じて、⾼等教育機関が⽣涯学習の振興に向けて
果たす役割を、制度上の経緯と現状を整理することによって明らかにする。 MIT ＆ハーバード⼤学
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マイクロクレデンシャル
「講座以上、学位未満」
社会⼈向け、資格取得や情報技術など
受講しやすさと、質保証のしやすさ

プラットフォーマーの集積
流通動態の分析

プラットフォーマーの集積
流通動態の分析

デジタルバッジ 52 万種
（Credential Engine & 1EdTech, 2022）
⾮学術機関が発⾏するものが多い
単位換算可とは限らない
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リスボン承認規約
ボローニャ宣⾔（欧州⾼等教育圏）

コペンハーゲン宣⾔（職業教育圏）

欧州資格枠組み（EQF）
European  Qualifications Framework  for Lifelong Learning

マイクロクレデンシャルを通じた、欧州教育圏
（European Education Area）構築へ
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(Gabriele et al., 2008)
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オフライン教育情報

⽣涯教育センター、職業訓練機関、軍の教育機関
遠隔授業の⽣涯教育センター、K-MOOC、伝統芸能継承
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学部学位
124 単位

修⼠学位
30 単位

①留学を含む他校との単位互換
②⼤学以外の教育施設等における学修
 （⼤学設置基準第 29 条 1 項）

③⼊学前既修得単位
 （⼤学設置基準第 30 条）

（令和 4 年 教育課程等に係る特例制度）

上限の変更可
資格試験等に係る学修

①認定技能審査に係る学修、⼤学が認めたもの
②TOEIC、TOEFL同等以上の成果に係る学修

（平成3年 ⽂部省告⽰9号）
（平成3年 ⽂部省告⽰10号）

１単位から単位認定可能

履修証明プログラム
（ 平成 31 年 学校教育法 第 105 条）

社会⼈向けに60時間以上
学⻑名の履修証明書

プログラム全体に単位授与可能

科⽬等履修⽣
（ 平成 3 年 ⼤学設置基準 第 31 条）

職業実践⼒育成プログラム（BP）
（平成27年） ⽂部科学⼤⾂認定

正規課程と60時間以上の
履修証明プログラム

教育訓練給付⾦制度
（平成30年拡充）厚⽣労働⼤⾂指定

⼀般教育訓練・特定⼀般教育訓練・専⾨実践教育訓練

遠隔授業上限
通学制⼤学：60 単位

（昭和 31 年 ⼤学設置基準第 32 条第 5 項）

通信制⼤学：124 単位
（昭和 56 年 ⼤学通信教育設置基準 第６条）
（昭和 31 年 ⼤学設置基準第 25 条第 2 項）

単位互換等 60 単位
（平成 11 年 ⼤学設置基準第 28 条）

ノンフォーマルな学びの単位認定の可視化 ➡ 生涯学習口座ノンノンフォーマ なルな学学び学び 単単の単位位認位認定定定の 視可視可視化 化 化 ➡ 生涯生涯生涯生涯学学学習学習口座座座座座座口座座口座口座ノンフォーマルな学びの単位認定の可視化 ➡ 生涯学習口座

⽂部科学省委託事業で、ノンフォーマル・インフォーマルな学びの集約が進む
ユーザーの学修歴を登録：個⼈認証やデジタル資格証明の機能なし

教育データ利活⽤ロードマップ
教育データの利活⽤に関する有識者会議

デジタル庁、総務省、文部科学省、経産省　2022

教育データ標準 3.0 2022 年 12 ⽉
⼤学等の学校コード 2022 年〜
総合教育政策局教育DX推進室、総合教育政策局調査企画課

教育データ標準 3.0 2022 年 12 ⽉
⼤学等の学校コード 2022 年〜
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レベル5

レベル6

レベル7

レベル8

学位 称号

学校教育法第 1条に定められた学校

学士
学位授与機構への申請

学位規則

短期大学士
（短期大学）
学位規則

短期大学設置基準ほか

学士（専門職）
（大学）
学位規則

専門職大学設置基準

修士（専門職）
（大学院）
学位規則

専門職大学院設置基準

修士
（大学院）
学位規則

大学院設置基準

博士
（大学院）
学位規則

大学院設置基準

高度専門士
（専門学校）
文部省告示

専修学校設置基準

学士
（大学）
学位規則

大学設置基準
大学通信教育設置基準

準学士
（高等専門学校）
高等専門学校設置基準

専門士
（専門学校）
文部省告示

専修学校設置基準Noda A. (2023) Exploring the possibilities and challenges in 
developing the Japanese qualifications framework, 
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例：韓国 国家平生教育振興院
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⽇本の教育資格枠組み ( 試案 )
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修了者に「専⾨⼠」「⾼度専⾨⼠」
の称号が付与されるのは、
⽂部科学⼤⾂の認める専⾨学校
⼤学院進学要件は、別に指定

オープンバッジの URL 登録可オープンバッジの URL 登録可

⾼等教育へのアクセスの地域格差解消
教育インバウンド・労働⼒の流動性担保

DXによる、
学修履歴のポータビリティ担保は必須
DDXDXD によによるる、
学学修学学 履歴のポータビリティ担保は必須須須須須
DXによる、
学修履歴のポータビリティ担保は必須

公的職業資格受験に対する
「4 年制」⼤学卒業要件の⾒直し

Personal Data Storage （PDS)を通じた
Learning Record Store (LRS)の運⽤に
ついて、社会の理解を得る

⽤語の統⼀
省庁の垣根を超えた、ユーザー
⽬線のインターフェース構築

⽤語の統⼀
省庁の垣根を超えた、ユーザー
⽬線のインターフェース構築


